
章

。

同
時
認
す
す
す
す

に
の
禁
法
時
即
時
酌
す

史

乞

め

レ

レ

し

ま

懸
レ
蜘
曜
は
に
に
す
し

な

と

後

こ

こ

こ

ま

に

然
終
盤
廟
び
び
び
レ
こ

向
同
格
懲
あ
お
あ
に
び

れ

ず

渓

い

く

な

こ

あ

後

ぢ

市

よ

ゆ

ゼ

び

い

こ

め

に

み

び

率

み

る

か

を

こ

佳

品

附

怒

鳴

に

一

市

之

で

か

m
泊
朝
齢
、
の
俊
樹
附
醐
踏
む

器
問
化
て
い
働
俊
明
v

手
。
文
め
ば
な
拶
め
を

と
す
轍
間
帯
い
つ
殺
の
濁
り

似
合
総
そ
い
笠
も
を
ま

線
開
院
欄
錦
い
が
を
ど
化
き

利

mm関
脇
酬
い
笠
子
文

、

の

、

の

お

い

は
チ
は
へ
に
え
し
レ
お

お
開
閉
ち
巳
の
た
に
愛
し

た
鈴
た
明
土
器

mtt叫
紬

し
た
レ
、
と
夜
叫
〈
な
で

く
れ
く
ち
縁
体
後
設
な

た
ま
た
も
々
と
人
る
ん

わ
く
わ
薮
氷
心
掛
叩
ふ
み

ぐ

り

・

費蟹民市φ 
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挙一一---A.議会議員

1 1月17日(日)• 日
吉宮離

方気ご投

午前1時から午後6時

• 
ー-投票時間

rr鶏
満
了
巳
伴
う
市
議
会
観
員
一
般
灘
響
ガ
、
竹
借
り
門
出

(
日
)
午
前

7
時
か
ら
都
議

6
跨
ま
で
、
市
内
引
か
所
の
投
薬

所
で
措
わ
れ
ま
写
。
こ
の
選
挙
は
、
市
該
を
訴
す
入
後
四
明
ふ
大

切
な
選
挙
で
す
。
緊
擢
せ
ず
に
砂
ず
投
獲
し
添
レ
ょ
う
。

日
選
挙
管
理
能
髄
愈
昨
〈
部

)
f
t
f
T
H

投

票

で

き

側

次
の
喪
件
そ
鍛
え
、
「
我
孫
子
市

選
挙
人
名
簿
」
心
受
銭
さ
れ
て
い

る
入
品
、
す
。

ω問問祁
M
W
伊
十
日
月
花
田
ま
で
は
生

法
札
た
人

∞
平
成
3
年
8
汚

9
お
ま
で
に
本

市
に
転
入
届
な
し
た
人
で
、
引
き

続
き
選
挙
期
民
法
で
居
住
し
て
い

る
人ω公

職
選
挙
法
に
規
諾
す
る
灘
挙

機
と
被
選
挙
権
の
体
ふ
ん
を
受
け
て

い
な
い
人

市
内

平
成

3
年
間
山
河
諮
問
μ

渓
で
に
転

締
結
を
し
た
人
は
、
新
住
所
地
で

の
投
誤
に
な
り
ま
す
が
、
お
段
以

降
に
転
居
履
会
し
た
人
は
、
前
住

所
地
で
の
投
裁
は
な
り
ま
す
。

投
膜
所
整
理
券

5
日
ま
で
に
長

投
票
所
鑑
離
婚
は
、

U
R
8
5

ま
で
心
会
謙
抑
織
に
届
く
よ
う
に
発

送
い
た
し
設
す
。

勝
聴
券
を
万
一
一
紛
失
し
た
り
、

転
勝
等
で
お
手
元
は
聴
か
な
か
っ

た
場
合
は
、
瀧
挙
人
名
薄
に
受
録

さ
れ
て
い
れ
ば
投
薬
で
き
ま
す
の

で
、
当
日
、
投
議
所
の
受
付
係
に
そ

の
脅
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
轄
聴
券
は
、
各
自

切
り
離
し
て
本
人
が
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
本
人
以
外
は
使
用
で
き

は早め不在者投

に済ませましよう

ま
せ
ん
。
億
人
が
使
用
す
る
と
認

せ
ら
れ
ま
す
。

保

補

者

民

ハ

ッ

キ

あ
な
た
の
大
切
な
一
課
が
ち
ょ

っ
と
し
た
不
設
惑
で
無
効
投
薬
と

な
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

般
都
日
に
は
、
投
一
線
新
内
の
記

載
会
に
立
候
補
者
の
氏
名
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
確
か
め
て
、

投
票
用
紙
の
所
建
欄
に
ハ
ッ
キ
リ

、
と
憐
総
務
め
氏
名
を
番
い
て
く
だ

さ
い
ω

な
お
、
投
票
湾
紙
に
様
補
者

の
氏
名
の
ほ
か
に
余
分
な
こ
と
を

議
く
と
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。市民体育館は

全臨旅館します
ll~ 17隠(刷、選挙会

場となる市民体管室喜は

全国休館(野球場、テニ

スコート含む}しま

投
薬
尽
忠
一
一
日
に
、
の
投
薬

区
の
区
域
外
で
仕
事
に
従
事
す
る

入
、
病
人
の
務
灘
、
や
む
を
得
な
い
・

用
事
等
で
市
外
に
旅
行
中
の
入
、

機
筑
や
出
産
な
ど
で
病
院
は
入
総

ず
る
人
に
騒

す
る
こ

V
期
間

可F不議場量投薬液

日開
n
m
w
a
(
8
)
か
ら
日

今

ま

で

、

ン

タ
i
」

で

…

い

た

方

の

う

ち
、
娘
崎
の
一
部
、
柴
崎
ム
口
1
・2
'

3γ
闘
、
北
新
自
に
お
住
ま
い
の

ガ
は
、
今
回
の
選
挙
か
ら
第
お
投

議
産
(
下
呂
参
照
)
と
し
て
、
投
票

所
が
我
孫
子
第
3
小
学
校
体
育
館

に
変
わ
り
法
す
α

青
山
宏
口
1
・2
・

3
・
4
丁
目
、
柴
崎
会
4
・
5
了
白

川
い
お
住
ま
い
の
方
の
投
擦
訴
は
、

天
王
台
北
近
燐
セ
ン
タ
ー
(
第
3

投
票
匹
)
で
紫
斑
あ
り
ま
せ
ん
。
投

薬
所
が
後
更
と
な
る
方
は
、
投
機

所
前
就
職
券
の
謀
面
に
投
議
所
の
略

部
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

口

同

法

で

V
締
問
問
午
前
8
時
初
分
か
ら
午

後
5
持
ま
で

V
場

所

市

提
A

抑
制
館
前
選
挙
管
理

委
員
会
ブ
レ
ハ
ブ
事
務
室
(
友
図

参
照
〉

V
持
殺
す
る
も
の

焼
酎
滞
理
券

県
滋
削
闘
機
後
孫
子
縁

?
政
手

は
お
住
ま
い
の
万

田
中
小

開

速

報

は

テ

レ

ホ

ン

サ
ー
ビ
ス
合
〈
部
〉

0
0
0
0
亡

開
票
は
日
開
バ
口
問
M

(

日
)
午
後
7

侍
加
分
か
ら
筏
鶴
子
市
民
体
育
館

で
行
い
ま
す
。

投
議
状
坑
は
午
後
7
持
部
分
か

ら
、
各
候
補
者
の
得
楽
状
況
は
午

後
8
碍
お
分
か
ら
別
分
ご
と
に
選

挙
会
場
お
よ
び
テ
レ
ホ
ン
サ
!
ピ

ス
惣

0
0
0
0
で
お
知
ら
せ

い
だ
し
ま
す
。

な
お
、
当
門
口
千
葉
テ
レ
ビ
で
も

午
後
日
時
初
分
か
ら
日
時
ま
で
放

で
ご
覧
く
だ

持ぜい。

補
助
金
制
度
は
、

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
本
年
度

論
時
削
減
邦
予
定
数
1
0
0
0基

念
大
急
く
上
回
り
、

1
5
0
0

畿
の
購
入
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
約
2
6
0ト

ン
の
生
ご
み
の
滅
畿
が
で
き
、

約
3
0
0万
円
の
ご
み
処
理
経

費
が
鰍
制
約
す
る
こ
と
が
で
急
場
排

し
た
。
今
年
度
分
は
、

1
5
0
0

恭
を
も
っ
て
締
め
切
り
ま
し
た
が
、

来
年
4
月
よ
り
得
度
受
け
付
け

い
た
・
で
ご
制
約
摺
く
だ

さ
い
。
(
生
活
環
機
議
〉

叩
加
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み 4
処月
湾室主きる
器ら
合ごス
、タ

Jf J 
ス・
1 し

主主く今年度の生ごみ延理器補;助諦め切る〉

ヌ守反対絶用機イ史米軍基 のtι 会公
、“'差、、，;下
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刊
用
9
日
(
土
)
か
ら
何
回
(
金
)
ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
ガ
行
わ
れ
ま
す
。
近
年
、
住

宅
火
災
巳
よ
る
死
者
は
、
全
火
災
に
お
け
る
死
者
獄
の

9
割
に
還
し
て
お
り
、
な
か
で
も
、
高
齢
者
や
乳

幼
児
な
ど
の
死
亡
率
ガ
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
住
宅
火
災
は
よ
る
死
者
の
減
少
を
図
る

た
め
巳
は
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
身
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
へ
の
防
火
対
策
を
最
重
視
し
た
、
住
宅
防
火

対
策
巳
つ
い
て
、
家
族
全
員
で
害
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

H
消
防
本
部
告
(
倒

)
O
T
4
1
9
H

。
火
気
管
理
の
徹
底

吸
い
殻
の
後
始
米
は
先
全
に
行

い
、
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
等
の
管
理

は
、
正
し
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

。
火
気
使
用
設
備
、
電
気
製
品
等

の
点
検
・
整
備

火
気
使
用
設
備
や
電
気
製
品
は

適
正
に
使
用
し
、
定
期
的
な
点
検
・

整
備
は
必
ず
行
う
。
新
規
に
購
入

す
る
場
合
は
、
過
熱
や
空
焚
き
防

止
装
置
の
つ
い
た
、
製
品
や
設
備

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

。
防
炎
製
品
の
使
用

カ
ー
テ
ン
や
寝
具
類
等
は
、
燃

え
に
く
い
生
地
を
使
用
し
た
防
炎

製
品
を
選
ぴ
ま
し
ょ
、
っ
。

@
消
火
設
備
の
設
置

住
宅
の
居
室
や
台
所
に
は
消
火

器
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
火
災
を
自

動
的
に
消
火
す
る
住
宅
用
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
は
非
常
に
効
果
的
で
す
。

@
警
報
設
備
の
設
置

火
災
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
に

は
、
い
ち
早
く
発
見
し
通
報
す
る

第816号

市
で
は
、
日
月
6
日
(
水
)
か
ら

8
日
(
金
)
ま
で
の

3
日
間
、
駅
前

駐
輪
場
内
と
そ
の
周
辺
に
長
期
間

放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
、
バ
イ

ク
等
を
放
置
自
転
車
保
管
所
に
移

送
し
ま
す
。

長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
自
転
車
等
に
は
、
事
前
に

警
告
シ
1

ル
を
貼
り
付
け
ま
す
。

撤
去
日
に
な
っ
て
も
警
告
シ
ー

ル
が
付
い
た
ま
ま
の
自
転
車
等

は
、
放
置
自
転
車
と
み
な
し
て
移

送
し
ま
す
の
で
、
自
分
の
自
転
車

等
に
鵬
首
告
シ
l
ル
が
つ
い
て
い
た

ら
、
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

V
保
管
場
所
市
放
置
自
転
車
保

管
所
(
中
峠
2
2
6
4
)
宮
(
部
)

0
9
9
6
な
お
、
保
管
場
所
は
日

明
日
、
月
曜
日
、
火
昭
臼
が
休
み
で

す。V
問
い
合
わ
せ

遇
防
犯
係

市
民
生
活
課
交

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
設
備
の
設

置
が
効
果
的
で
す
。

消
防
署
で
は
、

1
1
9番
通
報

が
あ
っ
た
場
合
、
す
ぐ
に
出
動
で

き
る
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
通

報
は
、
あ
わ
て
ず
に
次
の
要
点
を

明
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

①
火
事
か
、
救
急
か

②
発
生
場
所
の
番
地
、
目
標

③
火
災
、
事
故
な
ど
の
状
況

④
通
報
者
の
氏
名
、
電
話
番
号

皆
さ
ん
か
ら
の
都
合
は
、

社
会
福
祉
協
鱗
合
や
民
間
の

福
祉
施
設
な
ど
に
脂
け
ら
れ

宥
効
に
使
わ
れ
法
ず
。

こ
れ
か
ら
み
υ
み
〈
の
皆

さ
ん
の
ば
協
力
念
お
願
い
じ
〉

ま
す
一

upkぃ
一
山
川
笠
鵠
j

画
。
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
・
打
鐘
乗
車
体
験

日
月
9
日
(
土
)
午
前
7
時
、
市
内
つ
く
し
野
分
署

z・
消
防
音
楽
隊
演

で
一
斉
に
行
い
ま
す
。
火
災
と
間
奏
会
、
車
両
展
示
、
乗
車
体
験

連
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
消
防
本
部
司
令
室
・
:
司
令
室
の
見

学
、
通
報
訓
練

。

各

消

防

署

の

催

し

@

マ

ン

シ

ョ

ン

の

合

同

警

防

訓

練

V
日
時
日
月
9
日
(
土
)
午
後
l

v

日
時
江
月
日
目
(
臼
)
午
前
日

時
か
ら
3
時

時

か

ら

日

時

品

分

東
消
防
署
・
:
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
披

V
場
所
ハ
イ
マ

i
ト
天
王
台

笛
隊
と
消
防
車
両
に
よ
る
防
火
パ
@
防
火
対
象
物
・
危
険
物
移
動
タ

レ
l
ド
(
布
佐
駅
東
口
前
周
辺
)
ン
ク
等
の
立
ち
入
り
検
査

湖
北
分
箸
:
・
天
よ
ら
油
火
災
実
験

V
期
間
・
場
所
日
月
日
白
か
ら

消
火
訓
練
、
車
両
展
示
、
乗
車
体
験
臼
月
中
旬
ま
で
、
市
内
各
事
業
所

商
消
防
箸
:
・
消
防
音
楽
隊
演
農
と
路
上
で
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を

会
、
救
急
講
習
、
映
閥
、
車
両
展
示
、
お
願
い
し
ま
す
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
鮫
箇
隊

パ
レ
ー
ド
な
ど
を
実
施

@ 

す

平成 4年度から

都
市
計
商
法
に
関
連
す
る
生
産

緑
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
街
化

区
域
内
農
地
が
「
宅
地
化
す
る
農

地
」
と
「
保
全
す
る
農
地
」
に
区
分

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
街
化
区
域
内

農
地
の
課
税
が
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
。

長
期
営
農
継
続

農
地
制
度
の
廃
止

昭
和
町
年
に
創
設
さ
れ
た
長
期

営
焼
継
続
良
地
制
度
は
、
平
成
3

年
度
限
り
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。

保

全

す

る

農

地

の

課

税

保
全
す
る
農
地
と
し
て
生
産
緑

地
に
指
定
さ
れ
た
農
地
は
、
一
般

燥
地
と
し
て
土
地
を
評
価
し
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
4
年
度
は
、
生
産

緑
地
法
に
基
づ
く
保
全
す
る
膝
地

の
都
市
計
画
決
定
が
、
平
成
4
年

末
頃
に
な
る
予
定
の
た
め
、
市
街

化
区
域
内
藤
地
の
当
初
課
税
は
、

す
べ
て
宅
地
並
み
と
必
り
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
4
年
中
に
保
全

す
る
燥
地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
場

合
は
、
そ
の
農
地
が
燥
地
並
み
に

評
価
さ
れ
、
宅
地
並
み
課
税
と
の

差
額
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

宅

地

化

す

る

農

地

の

課

税

保
全
す
る
燥
地
以
外
の
市
街
化

区
域
内
民
地
は
、
す
べ
て
宅
地
並

み
課
税
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

課
税
の
根
拠
と
な
る
土
地
の
評
価

は
、
近
く
の
宅
地
の
評
価
を
参
考

に
し
て
価
額
を
求
め
、
宅
地
造
成

費
相
当
額
を
差
し
引
い
た
価
額

が
、
そ
の
土
地
の
評
価
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
宅
地
化
す
る
農
地
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
な
宅
地
化
の
推

進
と
い
う
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う

市
で
は
、
千
葉
県
借
用
保
証
協

会
と
金
融
機
関
の
協
力
を
得
て
、

市
内
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、
経

営
の
合
理
化
、
企
業
の
安
定
に
要

す
る
設
備
・
運
転
資
金
の
貸
し
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
対
象
企
蝶
者
常
時
使
用
す
る

従
業
員
数
が
初
人
以
内
の
企
業

者
。
た
だ
し
、
、
商
業
ま
た
は
サ
l

商
工
観
光
課

ピ
ス
業
を
主
な
事
業
と
す
る
事
業

者
に
つ
い
て
は
5
人
以
内

V
利
子
補
給
運
転
資
金
・
:
年
利

1
・
5
%、
設
備
資
金
・
:
年
利
1
・

8
%、
大
型
庖
進
出
対
策
資
金
・
:

年
利

3
%

V
信
用
保
証
料
市
が
全
額
負

担
。
た
だ
し
、
大
型
底
進
出
対
策
資

金
を
除
く

V
問
い
合
わ
せ

平成4年度以降

=1一般脚閥、課税|

V市街化区域内農地課税の取り扱い(原則)

平成3年度まで

J融資利$.穣 類 限 度 額 貸付期間

500万円 36ヵ月
運転資金

以内 以内

設 備 資 金
700万円 60ヵ月

以内 以内
12ヵ月以内

火宿泊島鍛宅f剤B建r 

運転資金
500万円 60ヵ月 6.5% 

以内 以内 13-36ヵ月以内

2.000万円 84ヵ月
7.0% 

設備資金 37-84ヵ月以内
以内 以内

7.5% 

特別j 運転資金
24ヵ月

300万円 以内

ロ 以内 36ヵ月
金資 設備資金

以内

生産緑地法に基づ(課金する農地

宅地肌課税制 1=1宅地創刊、課税|

(注)宅地並み課税の計算式にの計算に負担鯛怒措置が
含まれる場合があります)
燕限定資産税z宅地並み評価x1/2 x 1. 4/100 
※都市計画貌=宅地並み釘'1iIJixO.3/100

V融資制度一覧表
な
軽
減
措
読
が
あ
り
ま
す
。

ω農
地
の
所
有
者
が
、
計
画
的
な

宅
地
化
の
手
続
き
を
開
始
し
、
諸

手
続
き
に
つ
い
て
市
長
の
確
認
を

受
け
た
場
合
に
は
、
国
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
が
一
定
期
間
減
額
さ

れ
ま
す
。

ω燥
地
の
所
有
者
が
、
平
成
日
年

末
ま
で
に
市
街
伯
区
域
内
農
地
を

転
用
し
、
基
盤
整
備
を
伴
っ
て

新
築
し
た
貸
家
住
宅
の
敷
地
に
係

る
固
定
資
産
税
が
一
定
期
間
減
額

さ
れ
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
課
税
課
土
地
調

査
係
官
(
部
)
1
1
1
1内
線
3
3

9
 

長期営農継続農地

宅地並み課税農地



一令官

窃

親

学

級

V
時
間
開
午
前
9
時
間
山
分
か
ら
立

時
初
分
(
第

3
間
は
午
後
1
時
か

ら
3
時
)

V
持
参

第816器

保
健
セ

湖
北
台
1
の
立
の
時

(
湖
北
駅
薦
政
徒
歩
2
分
)

盟
〈
訂

)
1
1
3
1 ン

タ
!
で

し
あ
わ
せ
す
紘
一

こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
炎
械
で
ご
参
加
を
o

v
日
時
日
月
刊
m
g
(土
)
午
前
9

時
初
分
か
ら
日
待
合

午
前

9
時
日
分
か
ら
)

V
内
容
牢
凶
ミ

の
き
ず
な
」
*

呂
の
入
札
ガ

4
司
自
親
轡
級
日
韓

書官2悶
11月118 経t援rþ ♂)1換手持~r主主

{月} 妊娠やと綴f去の保健

第き窓
lU119日 妊娠中のき殺後

(火) 妊娠中議緩め予防 (B装闘の滋}

君事4[i!J
11月25隠 チづく 1)オムツ

(月) 察官己ゃんの遣を滋

((). 8き(3Y1991. 11. 1 

専
門
家
の
識
を
聞
き
な
が
ら
、

唱
で
の
お
年
寄
り
の
介
織
の

問
鶴
市
…
を
共
に
考
、
え
ま
し
ょ
う
ο

v
a特
'
日
月

9
a
(土
〉
午
後

3
時
1
5持
部
分
(
入
場
無
料
}

V
会
場
流
出
前
文
化
会
館

※
会
場
ま
で
市
パ
ス
(
電
簡
で

先
端
別
名
〉
を
運
行
。
午
後
1
時

部
分
保
健
セ
ン
タ
ー
に
集
会
。

V
テ
i
マ
「
す
こ
や
か
な
老

い

ま

す

。

ご

相

談

を

。

※
乳
児
健
齢
は
母
子
鑓
濠
字
離
の

無
料
券
(
3
1
6
か
月
用
、

A
3
1
日

か
月
間
川
)
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

4
育
児
相
談
自
糧

健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
工
皮
母
親
、
父
親

の
役
割
を
み
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
え
か
。

V
持
参

母
子
憾
康
手
続
、
岡
山
絵

(
大
人
用
、

4
4
2
鵡
6
か
月
間
見
盤
鰻
鍛
盛
田
趨

平
成

2
年
4
n
l
日

か
ら
お
日
生
ま
れ

母
子
健
課
手
繰

ム
予
鶴

次
の
予
防
機
種
辻
涯
療
機
関
で

受
け
て
下
さ
い
。
実
認
援
襟
機
関

は
、
一
、
保
鑓
セ
ン
タ
!
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
内
ぜ
い
。

な
お
、

ho
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防

接
種
を
玲
抑
制
す
る
方
は
霞
師
に
ご

hqt
し

母
子
健
康
手
線
と
向
印
鑑

就
学
前
ま
で
無
料 種

は
麗

V
持
参

wv
費
問
m

い
を
む
か
え
る
た
め
に
」

i
在

宅
ケ
ア
ー
と
そ
の
問
題
点

i

V
鰭
鶴
間
来
武
治
氏
(
際
察

側
附
論
家
)
、
島
沼
妙
子
氏
〈
東
京

白
十
字
病
院
春
一
機
部
俊
て
伊
藤

鍵
次
郎
氏
(
東
京
盟
大
教
授
)
、

栗
原
伸
夫
氏
(
県
臨
師
会
理
率
)

V
鍛
パ
ス
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
ム
我
孫
子
市
鹿
師
会
岱

{
叫
叩

)
5
5
2
5

※
発
熱
な
ど
心
艶
な
と
き
は
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一
一
部
璽
マ
忠
雄
一
ワ
ク
チ
ン
一

一
点
謹
一
リ
オ
叫
ん
投
善
一

V
対

象

生

後

6
か
月
か
ら

4
滋

米
櫛
で
、
ポ
リ
オ
投
与
念
作
品
皮
柄

ま
せ
て
い
な
い
乳
幼
見

(
1
盟
国

と
2
密
自
の
問
陥
は

6
週
間
関
以
上

あ
げ
る
こ
と
)
。
対
象
児
に
は
遇
知

V
問
時
日
開
バ
5
自
(
火
て
幻
門
口

〈
木
〉
午
後
1
時
部
分

i
2時
ぬ
八
7

・v持
参
母
子
健
勝
手
線
、
鵠
診

繋※
発
熱
等
、
令
都
な
と
き
は
、
主
治

底
に
相
鱗
め
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

縫

康

梧

談

口
同
顎
健
康
に
不
安
を
持
っ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
保
健
婦
が
健
牒

相
談
会
一
行
い

闘
で

v
a持

U
R
1
日
(
金
)
中
前
nv

時
別
分
か
ら
口
持
お
分

V
場
所
市
役
所
1
階
市
民
線
部

来
談
窓
(
無
料
)

栄

獲

相

鍛

-v控
当

郎
先
生

神
経
内
科
院

横
山
達

腐
と
り
罷
海
教
車

問
勝
こ
り
や
腰
痛
で
憾
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
滋
悶
M

は
摺
別

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

v
a程
日
開
バ
S
白
か
ら
訪
日
ま

で
の
都
現
火
線
区

V
時

期

午

後

1
時
部
分
か
ら

3

時
〈
受
付
は
午
後
1
時
か
ら
1
持

初
分
〉

V
申
し
込
み

家鹿児童相談窓だより

相談話:尭~金犠悶(午欝10ft寺~午後 4時〉

宮 (85)1111 内線352

子
供
た
ち
が
登
校
拒
一
台
、
・
拒

食
、
過
食
、
繁
雄
山
内
暴
力
、
非
行

な
ど
に
盟
る
ま
で
に
は
必
ず
鍔

ら
か
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
イ
ン
会
問
中
く
キ
ャ

ッ
チ
し
て
、
不
安
受
取
り
徐
く

こ
と
で
子
供
は
救
わ
れ
ま
す
。

子
供
が
か
い
つ
も
と
違
う
な
グ

と
感
じ
た
り
、
子
供
の
事
で
お

閤
り
の
方
は
、
ご
相
続
く
だ
さ

い
。
費
用
は
無
料
令
、
秘
吋
衝
は
国

く
守
り
ま
す
。

橋
保

同
庁

ι
除

F
F
3
柏
市
柏

2
5
5

関
円

4
L
・tZ
岱
〈
肝

)
1
2
5
5

3
繍
開
館
麟
診
査

wv
対
象
昭
和
田
年
8
月
生
法
札

(
鴻
知
が
い
き
ま
す
)

V
問
時
立
月
刊
u
g
(火
)
受
付
午

後
1
時
日
分
か
ら
2
待
日
分

V
場
所
市
川
附
鍛
セ
ン
タ
ー

V
持
参
母
子
飽
康
手
様
、
愈
ブ

ラ
シ
、
間
胤

瓦
)
日
川
持
続

V
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
出
歳
米
櫛
め
乳
幼
児
と
克
資
一

v
g時
日
月
四
日
(
木
)
午
後
1

時
か
ら
う
お
締
(
粕
保
健
所
)

V
内
容
整
形
外
科
盟
は
よ
る
斡

線
・
指
導
、
保
健
婦
は
よ
る
相
談

V
持
参
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@
市
民
間
脚
緩
総
合
(
町
山
)
1
1
1
0

e溺
泌
台
分
臨
時
叫

(
h
u
)
3
6
5
5

⑩
衛
佼
分
館
怨
(
的
問
〉

433T42

畿
移
動
額
獲
館
公
{
m
w〉

o
a
v
G
S

混
謀
関
係
留
雛
織
内

fi). 

紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
抽
出
泉
に
つ

か
る
。
日
々
の
疲
れ
が
と
れ
ま
す

議第816号

佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

V
時
間
午
後
3
持
部
分
i
4
特

定
一
一
ギ
ャ
ラ
リ
i

。
湖
北
台
分
鑓

援 TII
f乍 3由
品結

晶 11

湯量

。
布
佐
分
館

!日油絵"""""""“

耳守i

治…
ρ
の
梅
・
森
田

タ
映
・
高
犠
来
ニ

、
問
刀
体
山
・
玉
野
治
〈
つ

静
物
・
寺
山
光
郎
〈
州
側

、
静
物
・
内
海
約
ぷ
(
湖
北

警&11嘗~(自書露塁)11月のB穣(35)

氷

時間(午後}

1:30-2:10 

2:20-2:50 

3:10，-4:00 

議設

命3

ら急場f ストア楽

少~ ，r.... 、

完埼

閣

総 本 N" 王手

場

緑 色

a 

s 

磯良

V ト v
f乍ノ、 f乍
者 i 品

ノぐ

綿
一上鴇
(りれ
::jri や
佐く
平ヨ
キ日 ツ

。
療
法
期
間

ら
刊
日
行
(
金
)

7
・
幻

8 

木

会

U
R
I
M
M
 

3:00-4:00 

1:40-2:20 

2:30-3:∞ 
3:20-毛:00

2:00-2:40 

お俊平和台 l 請i後 i事j近隣センタ一

段 山|三手李登誌機役者三人口

J波! 本 IjL 石後災後滋場

ωi会問 j血流公脳

戸 i繰戸近隣センタ

つくし野 W:ftiI.ショッピングセンター災

木 14
i 28 

i会!恨ん

1 - 1 29 

~， 

Eコ

水

カ日ぴ をう協レけ ; 
。合受諮」カクて日夕 圃盤
Lt教総縫とを 1) 、年 車，聾聖弘、 ; 
てえさゑし勺 1*}エ中の ち護建議 i
、てはたっ i 炎 ? 緬際懇緩議議 ， 
講も滋=-，シ公月 溢盤機警!

警交ぞ ?返 3長官 J欝F;
必る色 クザタが 12 も融蝿盛 ; 

議」々 な告とラあ月 =幽=t i 
依えとな 講 tiUブび、に g 曹 ; 
ボ挙融 経ろのこか 翠企画 : 

V お高人い~戦 五，~る 講 i 淡鮮F 報 V がす O ら年ニ悶
E民『ザ、慨醐蝿閤咽園‘』 会うととくるし遊一 t悦投 i縫銭「習; 広鏑あ，.; 1平 4 行五法友

.，プ"屯金季て →-f'ヲマ、;鎧遺離欝覇h弘 長警す 2ぶゑよ芯え室z会会到;瞳欝轟欝麟轟欝饗譲欝童騒輯襲欝i騒灘謹譲護 2兵芝??主驚
Z口Z詩鑑鑑!官調掛儲2伊罪舎ム茅k雪ま品融誕盤輔E遺却J吉主 。3ιZZとζえ雪P:冶呆 瞬轟覇麗昭叩和柿側5ωB日 -5併5附年判叩3刊月 54必G頁 3，5州 |j係宗 古義誌議丙詰
うん習建盤麟翻鰭輔自， ! テで中どっ伺 努と同念 轍覇昭和5砕け-59年同協災 • 3.5001引 会 4 銭日;楚感
議 雲可盤難鶴静F1 4Z士会=与 宮竺?さ 轟轟昭和的月~即時間 |丸5001司 j 立 す主主主唱管
三 議 吋醐W 器援を守主主 罪法 ib: 麟纏昭和63判月~平成3年 3R '39側|丸郎; 広 護区すま器禁

生電 T 3 事 11 宮 T 11 
活な話串 V 愛娘詰 無 韻
灘おし し 魚 つ 〉料り
消 J て込 鉢て 1 でま
後プくみ 〈く O す
主主ふだ 井だ 3 本 11

活 i ち各 毘さ 2 機
{系ムい域 密い〉織

認。 絡〈|| り
載 82

書電斐 γ 〈

でい市 直 3 復
党 民接 5 }II 

あ
び
こ
昔

む
か
し
講
座
生

以
始
・
総
文
体
吋
代
以
訓
ぜ
か
の
ぼ

り
、
当
時
め
生
…
鴻
織
式
を
採
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
一
擦
の
生
活
を

体
殺
し
、
現
代
の
盟
か
さ
を
今
一

夜
間
い
一
敗
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ヌシ3:00-4:ω 

b、fai.-せノ}-'1，，/!!1f (る!
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選び場創ろう会

V
隠
時

m
u
月
1
口
μ
(

日
)
午
前
9

時
加
分
か
ら
午
後
3
持

V
場
所
中
央
公
民
館

V
内
容

ー
、
お
は
な
し
「
純
文
時
代
の
人
と

く
ら
し
」

2
、
体
験
、
と
試
食
舎
火
起
し
窃
糊

に
よ
る
煮
炊
き
@
魚
め
た
、

V
対
象
小
学
生
以
上
関
心
の
あ

る
方
(
た
だ
し
、
小
小
生
は
韓
関

伴
)

wv
定
阜
県

mw名
〈
先
紫
紺
捌
)

V
参
加
費

l
人
6
0
0
内

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ガ
々
は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
増
鰭

番
号
を
明
記
し
、
我
話
予
新
閉
山
判

中
央
公
民
蕗
「
あ
ぴ
噛

講
座
」
係
官

底思窃窃忍自国居
留@@強叩舘

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

i
ブ
と
の
交
流

な
ど
、
学
制
闘
が
潜
む
う
ち
に
「
自
分

自
身
会
見
つ
め
穫
し
、
新
し
い
凶

分
を
玲
見
し
た
」
と
占
め
る
会
民
。

「
灘
が
を
と
お
し
て
、
人
と
の
ふ

札
あ
い
や
何
か
を
す
る
桜
ぴ
令
学

ん
だ
」
と
も
。

実
際
、
こ
れ
を
機
会
心
受
講
生

の
ほ
と
ん
ど
が
荷
ら
か
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
始
め
た
。

講
離
料
了
後
、
こ
の
ま
ま
終
わ

る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
品
川
繊
生

か
ら
搾
が
上
が
り
、
今
年
1
月
に

準
備
会
を
開
催
。

2
月
に
は
、
繰
越

名
を
そ
の
ま
渓
A

鮮
の
名
稔
に
使

い
、
講
議
絡
了
や
一
口
名
で
発
足
、
年

間
計
一
織
も
立
て
た
。

2
か
月
に
…
牒

伺
か
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
ん
で
す
」

に
、
福
祉
ま
つ
り
の
手

つ
だ
い
、
公
民
館
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
折
り
紙
教
懇
の
機
加
盟
、
会
員

同
土
で
の
郷
土
料
理
作
り
な
ど
安

行
っ
て
き
た
。

そ
し
て
今
は
、
臼
月

M
mに
参

加
者
会
募
集
し
て
行
、
っ
し
め
飾
り

鍵智
文芸芸だよりは皆さんが?くるコ

締切は毎月13日(必務)。ハガキで1人工

ります。

応募先 我孫子1858市役所工広報広務課

短寵

一
一
ザ
織
に
萩
の
葉
さ
や
ぐ
…
人
旅
公
手

印
刷
花
生
、
っ
河
は
よ
汐
に
波
ぢ
わ
ざ
松
諮

米
枯
れ
や
澄
み
ゆ
く
認
め
水
難
碑
搬
送
原
千
代
子

も

ッ
ナ
離
れ
の
手
も
ち
鰍
抄
汰
や
怯
仰
を
椀
ぐ
泉
吹
久
子

爵

住

め

ば

酬

の

間

遠

近

に

久

保

塁

枝

大
脇
斜
め
は
飛
べ
る
野
分
か
な
田
中
栄
太
郎

者

協

鱒

の

時

名

明

る

し

秋

概

新

堀

孝

女

秋
錦
や
侍
か
に
追
わ
れ
い
る
却
し
松
浦
山
口
機

茶
の
花
と
思
え
ど
皆
同
誌
夕
ま
ぐ
れ
壁
谷
千
純
子

…
殺
さ
夜
に
鰭
る
蹴
月
グ
ラ
ス
会
諮
問
中
小
さ

人
声
に
ひ
と
時
給
ゆ
る
虫
し
ぐ
れ
長
谷
川
川
敏
子

墓
多
き
山
ふ
と
こ
ろ
の
秋
日
和
取
締
諒
一

染谷果議選

老
夫
附
半
平
の
部
に
怒
さ
滋
け
り
控
家
の
胞
に
締
の

撲

部

く

奥

野

一

一

…

…

…

紅
経
緯
く
芳
ば
し
急
設
は
鑑
り
つ
つ
一
人
の
家
内
に

慰

め

う

す

じ

木

鴻

待

子

看
護
婦
、
も
一
舎
も
見
つ
め
る
針
の
も
と
梼
隙
め
締
れ
揺

の

締

儲

探

成

松

浦

白

梅

名
月
の
消
却
の
卓
に
燭
を
立
て
う
か
ら
揃
ひ
て
物
を

食

み

を

り

三

谷

和

夫

秋口
u
さ
し
人
彩
も
な
会
場
雌
の
・
白
砂
ぎ
や
か
は
務
閉

め

あ

と

公

認

ナ

学

出

削

憎
槌
路
の
山
肢
に
立
つ
六
地
蔵
の
赤
き
前
だ
れ
秋
め

織

に

映

ゆ

ぞ

小

山

山

、

礼

子

不
穏
な
る
犬
の
摘
に
去
年
聴
き
し
術
協
の
向
闘
す
だ
く
夫

亡

さ

い

ま

を

馬

場

千

鶴

子

た
そ
が
れ
の
出
め
斜
面
は
す
す
き
植
の
究
に
い
で
に

つ

つ

月

の

出

来

だ

染

谷

新

…

金
一
磁
の
夢
蹴
ひ
た
り
ふ
〈
菊
の
法
務
戸
に
映
え
て
去
、

盛

り

上

が

る

海

老

原

子

代

子

は

は

い

た

い
た
づ
き
の
姑
心
添
ひ
寝
の
わ
が
う
ち
を
労
は
る
如

く

虫

渡

辺

万

出

品

IIIヨド寛太選

け
付
け
て
い
ま
す
。

V
コ
ー
ナ
ー
利
用
ょ
の
漁
縁
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
患

品
、
議
気
製
品
、
子
供
用
品
、
学
習

用
品
、
出
回
転
戦
(
添
付
を
含
む
)
な

ど
、
主
ど
し
て
日
湾
雑
貨
等
め
耐

久
消
費
財
と
し
ま
す
。
衣
頼
、
抑
制
動

議
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
o

v問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
灘
消

費
生
活
保

; ステ叩シ現ン翁 | 
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第816雪

一家我喜華子

か
ら
閤
へ
歩
い

て
ぬ
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
心
一
火
五
台

凶
日
治
会
が
あ
る
〈
お
出
参
照
)
。

昭
和
悦
年
M
M
刃
I
U
に
設

~16れ、

川
怖
心
似
の
会
民
数
は
叫
世
帯
(
3
W札)の

会
試
の
ほ
と
ん
ど
は
東
京
万
一
部
に

勤
め
る
サ
ラ
リ

i
サ
ン
世
帯
で
、

役
以
は
2
年
交
代
で
み
る
。

会
長
さ
ん
を
は
じ
め
役
員
の
方

に
お
話
を
創
刊
っ
た
。

「
税
在
は
な
た
ち
主
鮒
小
心
で

巡
九
万
し
て
い
ま
す
が
、
政
治
会
運

営
の
基
鍵
は
紋
立
当
初
か
ら
の
男

性
の
働
さ
に
よ
る
も
の
で
す
。
A

討

し
以
数
も
多
く
な
い
で
す
し
、
山
内
世

代
の
八
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
行

(5) 1991.竹

治
会
活
動
に
は
皆
さ
ん
と
て
も
協

力
的
で
す
。
、
主
な
活
動
日
い
は
、
浅

野
符
1
号
公
誕
の
山
口
仰
や
自
治
会

山
内
の
環
境
線
織
、
会
以
問
の
交
流

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
4
月
に
、
子
供
会
の
進
、

h
F
良
治
会
の
締
滋
み

A
今
年
の
メ
イ
ン
行
事
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

我
孫
子
市
な
は
じ
め
首
都
圏
に

位
放
す
ゆ
や
近
線
市
町
の
都
市
化
は

急
激
心
滋
み
、
人
口
増
加
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
環
境
認

や
交
通
の
販
に
も
影
響
。
特
に
、
市

み
で
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
ο

大

つ

子
供
会
の
同
窓
会
に
も
な
っ
た
よ

う
で
す
。
尚
一
一
段
は
、
男
性
が
テ
ン

ト
議
り
な
ど
の
準
備
宏
子
部
い
、

お
に
ぎ
り
と
パ
!
ベ
キ
ふ
|
、
そ

れ
に
欽
み
政
組
の
ど
ー
ん
で
躍
り

上
が
り
ま
し
た
。
子
供
だ
ち
も
ス

イ
カ
割
り
な
ど
で
印
刷
し
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
会
民
の
交
流

を
深
め
る
た
め
の
機
会
を
持
ち
た

い
も
の
で
す
。

現
・
一
仕
の
自
治
会
的
問
題
は
、
大

磁
の
時
め
隣
接
道
路
の
抵
水
や
斌

淡
路
者
で
し
ょ
う
か
。
い
く
解
決

し
た
い
で
す
ね
ん
。

V
会
袋
小
ww我
部
玲
子

ら
の
M
W
の
訪

の
恐
い
の
場
で
も
あ

る
予
災
招
は
、
生
活
排
水
の
流
入

な
ど
に
よ
る
彬
酬
明
を
受
け
、
水
質

一
と
い
わ
れ
て
い

あ

h
F
犠
年

g問
n
・
米
に
符
わ
れ

る
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
の
盟
収

A
小
潟
幹
事
長
に
隷
滑
内

容
な
競
璃
す
る
大
品
作
機
長

び

あ

れ

-、
丸岡

こ

ζ

か
し

ζ

z
'
J

長

て

て

突

風

雨

の

棄

せ

ん

官

喜

義

安

定

襲

撃

今

季

五

ト

シ

、

一

…
r
の
む
こ

'
f
H
J
L
P
P金、

4
制
自
も
車
以
ヂ
ぷ
鱒
晶
刊
は
と
し
て
、
窓
鑑
の
動
描
非
常
に
に
…
部
会
な
し
蕗
紫
す
、
朝
の
直
径
十
五
釘
捻
ノ
所
ハ
出
…
純
一

，

物

凄

く

、

畑

の

畿

地

を

な

ら

し

部

閣

は

場

、

え

が

た

く

そ

の

ほ

ど

「

モ

資

キ

モ

ノ

ヲ

見

ル

コ

ト

…

…
こ
の
と
こ
ろ
、
週
末
日
い
な
る
場
の
な
い
怒
り
令
ぬ
い
て
、
一
訟
を
濡
れ
み
も
、
危
険
な
る
よ
り
地
寒
冷
の
酷
な
れ
ソ
、
天
候
は
逃
搭
ヲ
待
ズ
:
・
…

…

と

や

っ

て

く

る

会

開

山

誌

は

鰍

も

か

か

え

て

い

る

々

も

多

い

と

患

い

定

す

、

怒

然

と

し

て

逃

米

る

兜

な

く

附

れ

、

吹

く

西

風

も

絶

純

一

は
く
ぜ
ん

…

が

う

ん

ざ

り

し

て

い

る

こ

と

で

蕊

令

。

風

は

意

外

な

る

米

閉

め

答

緩

の

め

小

樽

日

和

の

一

部

門

い

は

何

等

法

と

あ

り

こ

の

近

辺

の

野

菜

の

類

…

…

し

よ

う

。

良

作

物

に

与

え

る

災

当

に

は

、

大

縦

米

と

な

る

、

然

し

て

、

総

冷

を

党

え

ず

、

然

れ

ど

今

は

全

は

壊

滅

状

態

だ

っ

た

こ

と

が

わ

…

…
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
や
っ
台
風
雪
山
く
む
胤
水
惑
の
誌
か
に
続
す
る
郎
一
時
間
判
余
、
中
に
こ
く
惨
擦
の
跡
的
川
町
立
相
、
品
作
か
り
ま
す
。
…

…
て
米
る
台
風
の
こ
と
を
、
古
く
も
千
謀
、
去
、
降
省
、
台
く
は
よ
し
大
の
下
一
号
、
家
屋
始
め
物
の
か
く
も
椅
組
に
透
徴
的
に
こ
の
警
の
品
関
東
大
震
…

一

は

野

分

{

の

わ

き

・

の

わ

け

)

災

の

盟

関

バ

と

い

う

こ

と

で

、

防

一

て

い

い

ま

し

た

。

苦

の

致

事

一

品

川

市

町

犠

締

高

明

暗

ぷ

場

必

勝

横

綱

純

一

物

事

は

浪

芸

誌

に

打

ち

消

…

品開
T
え
-mwvwr夕方
/fJ守
謀
説
齢
餅
臨
体
樹
齢
ぷ
一

…

季

訟

に

む

「

野

分

」

が

あ

り

、

冷

却

問

輪

Fぺ
酔
臨
時
色
調
闘
争
J
都
機
問
、
明
人
制
脇
陣
一
潟

J
輪

講

義

さ

れ

て

、

あ

ま

り

部

憶

に

残

ら

…

一

定

的

み

と

の

話

と

し

た

誕

桝

明

暗

ル

門

閣

調

印

帆

ト

い

轄

仏

小

都

j
w騨

凶

¥

購

想

中

川

郡

旗

開

な

か

っ

た

よ

う

で

す

が

、

地

域

…

一

会

誌

に

鑓

わ

れ

る

よ

つ

で

将

撚

附

綿

織

…

間

際

錦

繍

榊

開

府

川

間

綿

織

械

聞

紙

榊

悩

附

閉

め

農

民

に

と

っ

て

は

、

持

災

よ

一

一

す

の

り

も

む

し

ろ

こ

の

よ

う

な

作

物

…

一
野
分
し
て
た
ら
い
に
耐
を
戦
火
じ
よ
る
持
泌
な
ど
が
あ
り
ま
館
勤
く
、
前
鳴
の
類
に
総
雨
又
絶
滅
さ
れ
た
る
や
と
、
松
諜
拶
へ
の
僚
機
め
火
被
答
を
も
た
ら
…

…
開
く
復
か
な
す
が
、
こ
こ
心
地
一
吉
秀
の
農
家
烈
胤
さ
つ
然
、
記
は
…
宮
町
議
え
の
惑
あ
り
、
隙
抑
制
、
霊
友
の
被
し
た
鷺
京
一
方
が
印
象
協
か
っ
…

一
と
は
芭
蕉
の
勾
と
争
き
ま
す
の
口
品
〈
増
…
早
川
日
記
)
に
生
々
で
積
れ
る
五
日
い
数
叱
其
の
凄
惨
め
殺
も
著
し
く
採
穣
一
粒
だ
た
の
で
す
。
地
一
潟
市
在
者
た
ち
一

一
が
、
各
地
め
被
怒
は
こ
の
よ
う
し
い
記
鉢
が
あ
り
ま
す
。
護
軍
山
よ
く
す
る
不
能
、
後
に
も
盟
ま
れ
ず
、
笠
湖
、
主
て
も
、
社
会
的
心
大
影
響
を
与
え
…

一

な

紙

械

な

も

の

で

は

あ

り

法

せ

思

静

化

訪

へ

ぽ

、

こ

は

如

何

に

、

菜

、

大

様

殆

ど

金

制

な

り

、

田

た

幾

災

の

記

憶

よ

り

も

、

認

め

…

一
ん
で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
大
正
接
点
立
す
口
(
金
所
有
作
物
は
型
芸
形
容
を
止
に
筏
り
て
暁
抑
制
の
被
害
又
五
六
筆
あ
大
き
か
っ
た
こ
と
の
方
…

一
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平成3年10月?日現在 *世帯数39，682型補

人口121，948人 男前パ99人女鉛，749人
-市役所本庁 85…1111
・つくし野支所 84-8801
・湖化合支所 88-0828
・淑北支所 88-2111
.裕伎 支 所 89-2358
・ 教育餐員会部一竹51
・水道局 84…針作

@望者 的 喜怒 84-0119
・少年ゼンター 84-匂00
@保緩センター 87ー1131
・市民会 館 84-33行
・ct央公民鐙 82-0515
・篤の博物麓 85-2212
・市民体育鑓 87-1155

竹月 48(然〉
)) 

旬。OO~17:30

g 
ノノ

82客室霊革審

中央

M l公開

添うン霊室I~~湾匂臼〈臼) I nH莞主主総
羽ひ-47:∞

ールテーマ ゴミゼ口殻問機35びこ

@市民悶類審館本態84-1110 湖北台

分館87-3055 布佐分鐙89-1311
務動図盤館 87-0909

@都市改造事務所 85-1171
@身体簿審者福祉センタ… 88-0141
@あら君主闘 88-4188
@つつじ経関-0123
@生3浅草索機縁〈浄化情)87-2379

〈ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
・ヂ行使間近隣センター 89-3740
・夫:E台北近隣センター 82…鉛88
.様戸近隣センタ… 83…日63
effi.Eミセンター努83-7722 溜北

合88…部27 布佐89-1193

務 (().ζ

l湖北盟会見学会|
沙諮鋳竹用3日〈祝〉午欝9時30

分〈参加無料、関3夜中ょに〉

b集合溜北駅関口

炉内容今残る鎌愈街道を歩く

〈湖北地区〉※運動靴、態学持参

沙問い合わせ海老顔合(88)0250

匙留学芸発表蚕

t:afl!) ~9 
市民会館受官業務!
竹舟ヰ岱〈休〉、市民会舘は受{せ

休みです。

;基本を守って安全糊猟をi
竹詩句日に狩弾ガ解禁!こなりさ安

~El詩 竹悶10ElC日〉午前9時40 宅言。次のことに注意して事故のな

日四国自
|開古文書解読誕生|

い安全な慰調をお願いしさ表す0

0発射する場合以外{み

1991. 11. 1 ( 6 ) 

斡企業のみなさ仇
中小企業事業悶では、中小企業

のみなさんのだめの r事業主の逮

んしない。 職金制度Jと「中小企業倒産防広然

。発射する場合i払獲物を自分の 済制度J老若毅ぜています。ご利用く

自で盛認してから怒っ。 ださ5し10

0鰐訂後人のいる万間!こ、絶対に 0事業主の退臓金制度

持母主主し¥0 事業主ガ第…線を濃いたときな

。鍛や望撃の盗難、紛失の主主いよう ど|こ法律で定められだ共済金ガ支

援格運搬〉や保管の瞭!こは、十分気 払われます。掛金f;i全額所得控徐

砂田跨 竹用19日〈ジピ〉から匂待24 をつける。

持nuυ 前午日際山

八

鶴

週

良
信

公
の

央

で

ゆ

一一品。

所

ひ

ら

場

日

か

h
F

となりさ賢診。

我孫子欝察署防犯課 。中小企業倒産路上主共済制度

|柏熊税事務所から|務長自託子蒜孟23
~務富市 開田添治氏〈市史編怒れ g12月 2日l志、穏人事幾鵜〈第ニ期 [Q]U又ガ箆襲撃となっだ場合、掛金総

委員〉 分〉の純期限です。 額の信僚の範翻内〈最高3200万円、

砂定量建 30名〈先獲量奏、熊料〉

~$し込み・問い合わせ電話で

市史編さん祭霊堂(85)2481ヘ

|なベ携バン講習会受講生l
ー砂場所 ìÕIJ~乙台中学槙クラウント之 砂問時 竹月勾Elく火〉午後守持却

炉内容模擬題、パザー、ノミの 分から〈参加蜜無料〉

務、市内プラスパシド 6団体iことに b場所夫東台北近隣センター

る競演、ウルトラクイズ〈関矢崎… 惨定員 24名〈先勝機〉

怒変更〉 砂持参エブ口ン、主禽子宮、メモ

惨事し込み・問い合わせ電話で

市践主主活諜へ

年末年諮戸jレバイト!@51C::五台北近燐センタ…会場

ル巴持竹月 38(祝〉午後 T時か 診仕事内容郵便物の区分け及び

後 3時 ル務総内動〈女子)680F号、外勤

炉建い合わせ夫三五台北地区まち く男女)850伺

づくり協議会合(82)9988 ル勤務持鶴 T日 5-69券関程度

。布俊務近燐センター会場 惨期間程月初切から f舟告患頃

険日時農示の部刊悶 9日〈二む、 まで

10臼〈日〉午欝10持から午後ヰ時30 惨応募$l;.問い合わせ直接我孫

分発表の部竹F'3248C臼〉午前知詩 子郵便燭総務課霊堂(82)1431ヘ

砂鵠い合わせ 干行使務地区まちづ

くり協議会合(89)374o ~匁象来年購入学予定の女子と

!桂みよい読まづくむ| 小学模2年生iこ1eJ:る女子く76団の

lディスヌコッシぉン| み〉

~日時・テーマ竹悶 2 ElC土ア市 砂閉しi込み・需い合わせ往復八

駿繍公警察ディスヵッション」、 3毘 万年iこ住所、氏名、生年月日、係議

〈祝)r住みよい密づくり、パネル・ 者名、学棋名〈入学予定枝〉そ暁記

~El符竹月 28(こと〉、 3 臼〈祝〉 炉吉持竹時48C休〉午後 2時 惨車検し込み・問い合わせ伎復ハ

さ宇都10時から午後 4H苓 砂場所不潔熊文化会鐙〈平葉市〉 万キ!こ住所、氏名、生年得倍、全然概

炉場所 フフピイホーんどイト-3 炉内容 テーマ.r警務得意警のそ子ら 学年、鍍謡番号、

ーカドー3階)こ畿の手をJ 第 7部どん設とあ レ、竹尾30日〈こと〉京で!こ本部?の

炉内容 パネル展示、不用adごコー そ{まう、第2部iIてこ…ジャックス 3の 7渡辺怒鍔i5ボ…イスカウト

ナー、強盛会、スタンプラソー等 惨入場料 続発り3000舟〈綾子 我孫子漆絡協議会怨(82)1503ヘ、

炉問い合わせ市関生活課 5000円〉 説明会日隠そ漆絡します。

i香取神社秋まつり I~問い合わ役中台公(84)58泣 !学 保爾墾握し量

日詩情回帰午 艶9時五 ;我議子スキークラブ総会 ι長一二2関語訳;ん
ら午後3時〈雨天決行〉 砂日持竹月9巴〈土〉午後6時 客等を通して指導してくれる方

ー砂場湾奇書雲取締社 砂場所信民体商館会議議 '砂漠絡先だけのこクラブ〈湖北

炉内容 カラオケ大会、 3空機モテ等 炉対象 スキーは開放のある人 JJ¥) H(87)2474、di5す主主ろクラブ

炉問い合わt空機出合(82)1852 惨問い合わゼ 吉田公(82)0927 (三IJ¥)まま(84)9831(いずれも午後〉

合由港会運!合い愈
5記議フエユテイ，/¥)長

炉日時竹用 3日〈祝〉午前知詩か

ら午後2持

炉問¥.，¥合ォっせ 賂J二法(88)3151

l近隣センター文化祭l

ら 5持、 48(休〉辛子離9時から午 配達

から午後5時

ノJ

炉鴨い合ォっせ と

捌肉祭定安部3)65号8く内線33円、

チャリティーファミ v

コンザー ト '91

続税濃知悉警は11時中宅訟は発送レま 残高ベース〉で鍋担保、然保設入、

す。 3警察めは飯器寄りの金融機関で 無利子で共済金の貸借けガ恐潔iこ

締めを長しよう。なお、口癌振替での 受けられます。

納税ズア便寿司jです。 炉問い合わせ 務工会怨(82)3131

0自動車税、こんな時!こ1el:!Ui¥ず手

続きを。

自動牽税l訟原隣とレて騒運支局!こ 0柴n癒婦人会様からな会福祉施殺

愛録された人{こ課されます。次の 態鎗窓会|こと 3万再の型船ぢガあり

ような持l;i必ず変更手続きを。 ました。

施住所ガ変わつだとき

.議を譲渡しだとさき

-議を使わなくなったとき

手続きを他人!こ依頼しだときは、

必ず獲鵠しさ置しよう。

炉問い合わ牧抱猿税事務所
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5火
『法律穏談山市民相綴祭き:ootJら先喜善旬名穏農産
官織の?専務豊富休館

市津尊重電さ主洛穏E提出市民相談窓10:00-15:00
.....JI患の!奪物重重体箆

8金;崎臨欄山市祭給談窓0:00-15:∞
i 耐震霊祭穏絞はつつじ狂句:∞-11:30

ず 11]，¥配ごと栂駁=保護霊センター9:00-符:00
智子窓際関轡鐙休館 町織の簿務皇官派ml 伊つつじ遊休童書

暗法簿翁鱗==市際相秘燦湯:∞えまら手伝競10各線度
v つつじ廷休重富1L2火

11~ 水

114木

1L5金

1L6土

<r消聖霊祭浴穏鮫=市民相談室10:00-15:00

汚"Sl穏談察知:00-12:∞

w税務相絞口市民根談室ぬ:00-15:00(予約綴〉

ザ湾審怒談=実寺市民センタ…9:3ト 11:30
『少年の8


